
人口と世帯

人口

男

女

世帯

460,645.人

233,857,人

226,788.人

172,924'世 帯

ご利用ください

休日夜間申請受付ホックス

八柱霊園受付開始

女性問題に関する

市民意識調査の結果　　・

情報チャンネル　　　　　 ・

見に行こう 聴いてみよう

相談あんない　ほか

口

は

前

月

比

当
日
午
後
６

時
3
0
分
か
ら
1
0
時
ま
で
、
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。

立
入
禁
止
区
域
は
危
険
で

す
の

で
、
絶
対
に
入

ら
な
い
よ
う
お
ね

が
い

し
ま
す
。

け
が
や
迷
子
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
（
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
名

札
を
付

け
る
な

ど
の
工
夫
を
お
ね
が
い
し
ま
す
）
。

近

隣
市
の

花
火
大
会
情
報

流山花火大会　7月26日(金)

≫0471 -58- 1111　流山市商工課

手賀沼花火大会　８月３日(土)

我孫子会場
酋0471 －８５－1111　 我孫子市商工観光課

柏会場

昔０４7１－６７－1111　柏市商工課

沼南町会場

酋０４７１－91 －1111　 沼南町商工振興課

市川市民納涼花火大会（江戸川区と共催）

8月３日(土)

**34 ―1 1 1 1　市川市商工課

私があげる花火大会=〔船橋市〕8月３日出

酋0474-36 ―21  1 1　船橋市商工振興課

関宿まつり　8 月24日出

Ｓ０４７１－９８－1111　 関宿町商工観光課

｜

8
月
3
日
(
土
)

午
後
７
時
3
0
分
～
９
時

８
月
３
日
の
夜
、
江
戸
川
河
川
敷
で
四
年
ぶ
り
に
松

戸
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
み
ん
な
で

あ
げ
る
夢
花
火
」
。
た
く
さ
ん
の
市
民
や
市
内
企
業
の
皆

さ
ん
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
日
、
打
ち
上
げ
花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約
一
万

発
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
華
や
か
な
夏
の
一
夜
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

鯛

商
工
観
光
課
昔
6
6・
7
3
2
7
番
・
松
戸
商
工
会
議
所

a
6
4・
3
1
1
1
番

雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
８
月
1
0
日
(
土
)
に
順
延

松戸花火大会 イン'9

6 みんなであげる夢花火

今
年
の
夏
は
花
火
を
想
い
出
に
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□駐車場がありませんので、車での

来場はこ遠慮ください。

□ゴミは各自てお持ち帰りください。

会場案内図（交通規制・立入禁止区域）
7月１日現在



住
民
票
・
戸
籍
謄
本
が
申
請
で
き
ま

す

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
休
日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス

「昼間お勤めの人にも、とても便利な制度ですね」と八ヶ崎の田村さん

仕

事

な
ど

の
理
由

で
平
日

に
市

役
所

に
来
ら

れ

な
い
人

の
た

め
に

、
休
日

や
夜
間

な

ど
二

十
四

時
問

い
つ
で
も

住

民
票

・
戸

籍

の
謄
抄

本
の
申

請

が

で
き
る
「
休
日
夜
問
申
請
受
付
ボ
ッ

ク
ス
」

が

九
ヵ
所

に
設

置
さ

れ
て

い

ま
す

。
ぜ
ひ

ご
利

用
く

だ
さ

い
。

受

付
ボ

ッ
ク
ス

設
置
場

所
…

松
戸

駅

車

西

自

由

通

路

、

常

盤

平

・
小

申請は、都合の良い

時間と場所でお気軽に

①備 え付け の申

請書（住民票 、戸

籍謄 抄本） に必

要事 項を 記入し

てください。

第7回松戸市平和コンサートを、

８月21日(水)に市民会館で開催しま

す。

今回は、クラシックからポピュ

ラーまで幅広い分野で活躍中の島

田祐子さんをお迎えします。

よい歌なら何でも歌っていくと

いう、ジャンルにとらわれない音

楽感覚と、島田さんの温かい人柄

が伝わってくるコンサートを、ご

家族連れでお楽しみください。

日時…８月21日(水)午後３時開演

会場…市民会館

出演…島田祐子さん、市内小中学校の児童・生徒の皆さん

内容…「七つの子」「オペラ／セビリアの理髪師より」「ミュージカル／

マイ・フェア・レディより」ほか

定員…先着1,200人

費用…無料

圃往復ハガキに住所・氏名・電話番号・希望人数（ハガキ１枚につき３

人まで）・返信用ハガキの表に宛て名を記入して、干271松戸市根本397の

５松戸市役所総務部総務課へ

金

・
小

金

原

・
六

実

・
馬

橋

・
新
松

戸

・
矢
切

・
東
部

の
各

支
所
入

口

申

請
で

き
る
書

類
・：
住

民
票

の
写

し
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
市
内
に
本

籍

の
あ

る
人
）

申

請
で

き
る
人
：

本

人

ま

た
は
本

人
と

同

一
世
帯

に
属

す
る
人

（
戸
籍

の
場

合

は
同

籍
者

）

憫

市

民
課

②返信用封筒にあなたの住所・氏

名を書いて、80 円切手を張って＜

ださい（切手がない場合は 、現金

でも構いません）。

※返信用封筒はご用意＜ださい。

松戸駅

市立松戸高校、全勝

で初V!

県高校総体バ レ ー ボ ー ル 大 会　

住民票の写し１通　300 円

戸籍謄本　　１通　450 円

戸籍抄本　　１通　450円

県高校総体バレーボ

ール大会が、６月21日

～23 日に県体育館など

で行われ、市立松戸高

校男 子が初優勝を果た

しました。

市立松戸高校は決勝

リーグで、ブロックト

④申請書･ 返信用封筒(切手がない場

合は現金)･手数料を備え付けの専用

封筒に入れ、封をしてボックスへ投

ーナメントを勝ち抜いてきた市立船橋一八千代松陰・学館総合高

校に全勝。県内高校バレーボール界の頂点を極めました。

８月１口からは、山梨県総合運動場体育館で開かれる全国高校

総体に出場し、日本一を口指します。

剄市立松戸高校^85-3201 番

函してください。

※申請の翌日（休日の場

合はその翌日）に郵送

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
覧
会
を
開
き
ま
せ
ん
か

利
用
受
け
付
け
と
説
明
会

抽
選
日
７
月
丿
日
火
午
後
６
時
3
0

分
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ

ル
六

階
会

議
室
　

持
ち

物
筆
記

用

具
・
印
鑑
　
対
象
市
内
に
在
住
・
在

勤

の
個
人

、
ま
た
は
団

体
で
、

プ

ロ

ー
ア
マ
は
問

い
ま
せ
ん
。

※
1
0
月
４
日
(
金
)
～
９
年
１
月
1
0
日
(
金
)

の
利
用
分
を
受
け
付
け
ま
す
。
そ

の
後
空
き
が
あ
れ
ば
、
７
月
3
1日

(
水
)
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

㈹
社
会

教
育
課
市
民
文
化
係

容
6
6・

7
4
6
2
番

平
成
９
年
度
看
護
学
生
（
看
護
科
３
年
課
程
）を
募
集

願
書
受
付
期

間
平
成
９
年
１
月
1
3

日
(
月
)
～
1
7
日
(
金
)
〔
1
5
日
(
祝
)
を
除
く
〕

の
午
前
９
時
～
正
午
と
午
後
１
時
～

４
時
試
験
日
２
月
１
日
(
土
)
二
次

試
験
〕
　
受
験
資
格
大
学
受
験
の
資

格
が
あ
る
人
　
募
集
人
数
四
十
人

※
高
等
諜
程
（
准
看

護
科
）
は
募

集

し
ま
せ
ん
。

鸚
市
立

病
院
附
属
看
護
専
門

学
校

昔
6
7
・
4
4
4
4
番

在

宅

心

身

障

害

児
（
者

）
の

プ

ー

ル

施

設

等

の

利

用

料

を

免

除

利
用
料
が
免
除
さ
れ
る
施
設
千
葉

わ

ん

ぱ

く

ラ

ン

ド

・
横

芝

海

の

こ

ど

も

の

国

・

酒

々
井

ち

び

っ
こ

天

国

・

富

津

公

園

ジ

ャ

ン

ボ

プ

ー

ル

〔
７

月

1
9
日
(
金
)
～
９
月
１
日
(
日
)
の
間
〕
、
千

葉

県

こ

ど

も

の
国

・
富

津

公

園

室

内

温
水
プ
ー
ル
〔
９
年
３
月
3
1
日
(
月
)
ま

で
の
間
〕
　
対
象
者
身
体
障
害
者
手

帳

・
療

育

手

帳

を

持

っ

て

い

る

人

と

そ

の

付

添

い

一

人
　

利
用

方

法

施

設

の

窓

口

に

手

帳

を

提

示

し

、

減

免

申

請

書

に
氏

名

等

を

記

入

し

て

く

だ

さ

い

（
富

津

公

園

室

内

温

水

プ

ー

ル

に

限

り

、
事

前

に

専

用

使

用

予

約

の

有

無

を

確

認

し

て

く

だ

さ

い
）
。

鵄

し

あ

わ

せ

課

庶

務

係

新

・

農

業
委

員

会

委

員
決

ま

る

農

業
委
員

会
委

員
の
任

期
満
了

に

伴

い
、
新
し

い
農

業
委
員

会
委

員
に

次

の

二

十

八

人

が
選

出

さ

れ

ま

し

た
。

任
期

は
７
月
2
0
日

か
ら
三

年
間

で

、
農
業

経
営

の
良
き

ア
ド

バ
イ

ザ

ー
と

し
て
活

躍
し

ま
す

。

選
挙
に
よ
る
委
員
湯
浅
正
巳
（
紙

敷
）
・
湯
浅

隆
（
紙
敷

ご

鈴

木
千

之

助
（
上
本
郷
）
・
戸
張
宏
哉
（
栄
町

西

ご

染

谷
保

治
（
栗

山

）
・
秋

谷
保

（
大
橋
）
・
石
橋
博
（
高
塚
新
出
）
・

松

浦
和

雄
（
小

山

）
・
石
井

廣

治
（
秋

山
）
・
長

谷
川

健

治
（
金

ケ
作

）
・
横

山

定
敏
（
旭

町

）
・
斉

藤
和

實
（
横
須

賀

ご

萩

原

政
次
（
生

水

新

出
）
・
飯

嶋

源

一
（
中

根

）
・

染

谷

信

則
（
日

暮

）
・
杉

浦
康

弘
（
東

平

賀

）
・
高
橋

貫

平
（
ハ

ケ

崎

）
・

川

上

岩

吉
（

六

実

）
・
西

野

藤
治
（
常
盤
平

）
・
高

橋

。
男
（
ニ

ツ
木

）

選
任
に
よ
る
委
員
渋
谷
新
太
郎
・

湯
浅
泰
之
助
・
岡
田
ｍ
…
脩
・
松
井
貞

衛
・
伊
原
要
（
市
議
会
）
・
高
橋
秀

雄

（
松

戸

市

農

協

）
・
吉

川

俊

一

（
千

葉

小
金

農

協

）
∴
右
井
肇
（
東

葛

農

業
共

済
）

※
〔
（

）
内

は
町

名

お
よ

び

推
薦

団

体

。

選

挙

に

よ

る
委

員

は

届

出

順

・
敬
省
略

〕

問

農
業
委

員
会

事
務
局

商

業

統

計

調

査

広

報

用

の

ポ

ス

タ

ー

作

品

を

募

集

内

容

未

発

表

の

も

の

で

商

業

統

計

調

査

に

対

す

る

理

解

を

深

め

、

調

査

協

力

が
得

ら

れ

る

も

の
　

規

格
縦
五
十
九
セ
ン
チ
×
横
四
十
二
セ
ン
チ

（
Ａ

２

判

）
を

縦

長

に
使

用

し

、
色

は
四

色

以

内

（
白

色

は

一

色

と

は

数
え

ま

せ

ん
）
、

作
品

の
中

に

「
商

業

統

計
調

杏

」
「
卸

売

・
小

売

業

」

「
平

成
９
年

６
月

１
日

」
「
通

商
産
業

省
」
「
都

道
府
県

」
「
市
区

町

村
」

の

文

字

を

必

ず
入

れ

る

こ

と

（
た

だ

し

、

都

道

府

県

・
市

区

町

村

に

つ

い
て

は

○

○

県

な

ど

の
個

別

名

は

入

れ
な

い
。

入

れ
た
場

合
は
無

効
）

圃
９
月
1
0
日
(
火
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

干
2
6
0
-
9
1
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一

の

一

千

葉

県

企

画

部

統

計

課

（

登

0
4
3
・
2
2
3
・
2
2
2
5
番
）
へ

斎
場
内
の
式
場
利
用
を

一
時
中
止

し
ま
す
式
場
は
、
８
月
１
日
(
木
)
～
９
月

匐
日
(
月
)
の
間
、
改
修
工
事
の
た
め

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

繝
北
山
会
館

公
8
7・
5
8
5
5

番

「
消

費

生

活

専

門

相

談

員

」

資

格

認

定

試

験
を

実

施

「
消
費
生
活
専
門

相
談
員
」
は

消
費
生
活
関

連
の
相

談
業

務
を
行

う
た

め
の
資
格

の
一
つ
で
、
国
民

生
活
セ
ン
ー
が
実
施
・
認
定
し
て

い
ま
す
。

試
験
日
９
月
５
日
(
水
)
会
場
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
（
品
川
区
）

圃
８
月
１
日
(
木
)
～
3
1
口
(
土
)
の
間
に
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
研
修
部
（
容
０

４
２
７
・
5
8・
3
1
6
4

番
）
へ

※
受

験
要
項

は
消
費
生
活
セ
ン

タ

ー
（
容
6
6・
7
3
2
9

番
）
へ

お
知

ら
せ

広
報
ま
つ
ど
７
月
５
日
号
に

掲

載
し

た
「
寄
付
あ
り

が
と
う
」

の

名

簿
で
、
川
口

高
明
さ
ん
と
高

橋

一
男

さ
ん
の
氏
名
に
誤
植

が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。

摺

広
報
課

松戸市平和コンサート
世 界平和 都市宣言 事業

島田祐子さ

ん

広報 １９９６年(平成８年)７月２５日

休日や夜間

など24時

間



外国人のための

相談窓口の

ご利用を

Please feel free to ask our advice ｏｎ your life in Matsudo

Ｄ∂te Every 2nd and 4th Tuesday （ln the case of ａ national
holiday,we have ｎｏ service.)

Time 9:00a. ｍ～noon

Place Matsudo City Hall(“Soudan corner”）
£anguage English,  Chinese,Portuguese and Spanish are available｡
Charge Free

ｌｎq㎡ry “Shimin soudan shitsu”

川井敏久

松戸花火大会の復活

「
日
常
生
活
の
悩
み
を
そ
の
国
の

言

葉

で

ス

ム

ー
ズ

に

相
談

し

よ

う

」

と

、
市
内

在
住

の
外

国
人

の
た

め

の

相

談
窓
口

を
開
設

し

て

い
ま
す

。

現
在

、
市

内
に

は
六

十
力
国

以
卜

、

約
六
千
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い

て

、
そ

の
中

に
は

、
日
本

語

が
ま
だ

う
ま

く

話
せ

な

い
た

め

に
、
口

常
生

活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
ま

す

。皆
さ

ん

の
お
近
く

に
困

っ
て

い
る

人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
あ

げ
て
く

だ
さ

い
。

相
談
日
…
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜

日

（
祝

日

を

除
く

）
、

午

前

９

時

～

正

午会
場
・：
市

役
所
本

館
二

階

相
談

コ

ー
ナ

ー

相

談
内
容

…
口

常

生
活

に

お
け

る

諸
問
題
取
扱
言
語
…

英

語

・

中

国

語

・
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
・
ス
ペ
イ

ン
語
費
用
・
・
・
無
料

憫

市

民

相

談

室
代
表
的
な
夏

の
風
物
詩
の
一

つ

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て

い
た
「
松
戸
花
火
大
会
」

が

四
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
８
月
３
日

に
行
わ
れ
ま
す
。

昭
和
2
9
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
松

戸
花
火
人
会
も
社
会
や
経
済
の
事

情
、
会
場
の
確
保
な
ど
種
々
の
状

況
に
よ
り
中
断
を
止
む
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
お

明治･大正･昭和(３５年ころまで)の

｢松戸の女性の生活｣

の資料を探しています

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
一
周
年

を
記
念
し
て
、

「
松
戸
の
女

性
史

の
企
両
展

〔
1
0月

1
9
日
出
～
2
7
日
(
日
)
を
予
定
〕
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

資
料
提
供
に
ご
協

力
い
た
だ
け

る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お

借
り
し
た
資
料
で
複
写
で
き
る
も
の

は
す
ぐ
お
返
し

い
た
し
ま
す
。
複
写

で
き
な
い
も
の
は
展
示

後
に
返
却

い

た
し
ま
す
。

探
し
て
い
る
資
料

○
女
性
の
生
活
が
分
か
る
資
料
＝
家

計
簿
・
日
記
帳
こ
づ
か
い
帳
・
母

了
手
帳
・
表
彰
状
・
卒
業
証
書
な
ど

○
女
性
の
生
活
に
関
わ
る
道
具
＝
げ

た
・
ぞ
う
り
・
く
し

・
手
鏡
・
文
房

会

い
す

る
た

び
に
、「
近

隣

の
市

で

は

、
花
火

人

会

を
毎

年
実

施
し

て

い
る
の

に

、
ど
う

し

て
松

戸
市

は

実
施

し
な

い
の
で

す

か
」「

ぜ
ひ
復

活

し

て

く

だ
さ

い
。

家
族

で
楽

し

み

に
し

て

い
ま

す
」

な
ど

、

多
く

の
方
か
ら
復
活
を
願
う
声
を
い
た

だ

き
ま
し

た
。

私

自

身
子

ど

も

の
頃

は
、
松

戸

駅
周

辺

に

は
大

き
な

ビ
ル

が
な
か

っ

た
の

で

、
我

が
家

の
庭

か

ら
花

花火もさることながら、皆さん

の笑顔を早く見たいですね

火

を

見

る

こ

と

が

で

き

ま
し
た

。

今

と

違

っ

て

娯

楽

が

少

な

か

っ

た

時

代

で

す

か

ら

、

家

族

や

友

具
・
装
飾
品
・
衣
服
（
も
ん
ぺ
・
野

良
着
・
松
戸
高
女
の
制
服
）
な
ど

○
牛
活
や
行
事
の
写
真
＝
入
学
式
・

卒
業
式

・
結
婚
式

・
旅
行

・
七
五

三
・
お
宮
参
り
・
祭
り
・
田
植
え
・

稚
児
行
列
等
の
記
念
写
真
・
日
常
の

写
真
な
ど

※
そ
の
他
、
市
内

の
女
性
に
関
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

挧
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
っ
ど

容

6
4・
8
7
7
8

番

表
題
の
写
真
＝
「
バ
ス
ガ
ー
ル
」
昭
和
２

年
こ
ろ
（
松
戸
市
史
下
巻
二
よ
り
）

右
の
写
真
＝
「
雛
祭
り
」
昭
和
3
0
年
（
松

戸
写
真
館
よ
り
）

達

と
見

る

花
火

大
会

が
待
ち

遠
し

く

、

ま
た

楽
し

か

っ
た
こ

と

が
懐

か
し

く
思

い
出

さ

れ
ま

す
。

特
に

川

面

を
流

れ

る
さ

わ

や
か
な
風

の

中

で
見

た
花

火

が
忘

れ
ら

れ
ま
せ

ん
。市

民

の
皆

さ
ん

の

ご
要

望

を

強

く
感

じ
て

お

り
ま

し
た

の
で

、

で

き

る
限
り

早

い
時

期
に

復
活

を

と

考
え

て

い
ま

し
た

が
、

阪
神

・
淡

路
大

震
災

や

そ

の
他
諸

事
情

に

よ

り
遅

れ
て
し

ま

い
ま
し
た

。

よ

う

や
く

今
年

度
、

商
工

会

議

所

と

の
共

催

に
よ

り
再

開
す

る
こ

と

が
で

き
ま

し
た

が
、

実
施

に

あ

た
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
形

で

ご
参
加

い
た

だ

き
た

い

と
考
え

ま
し

た
。

広

報
紙

で

も
既

に

ご
案
内

し

ま

し
た

よ
う

に

、
市

民

の
皆
様

に

も

全部で1,245埋蔵施設

八柱霊園の
使用者を
募集します

東
京
都
八
柱
霊
園
の
使
用
者
を
募

集
し
ま

す
。

申
込

資
格
…

埋
蔵

す

べ
き
遺

骨

を

持

っ
て

い
る
人

（
既
に
別

の
と

こ

ろ

に
埋
蔵

・
収

蔵

さ
れ
て

い

る
遺

骨

を

含
む
）

で

、
申
込

者

が
そ

の
遺

骨

の

祭
祀

の
主
宰

者
で

、

①
申
込
者
が
市
内
に
三
年
以
上
継
続

し
て
居

住
し

て

い
る
。

②
遺

骨

の
配

偶
者

、
直
系

血
族

の
父

母
・
子
・
孫
、
養
父
母
・
養
了
女
、

兄

弟
姉

妹
で

あ

る
。

以
ヒ

の
条

件

（
住

民

票

二

戸
籍

謄

本

・
火

葬

許
可
証

等
で

の
証
明

が
必

要

）

を
満
た

し
て

い
る
こ

と

申

込
用

紙
の
配

布
…
７

月
2
5
日

米

～
８
月
1
2
日
(
月
)
の
間
、
市
役
所
市

民
課
・
各

支
所

、
八

柱
霊

園

管

理
事

花
火

の
打

ち

上

げ
費
用

の

一
部

を

ご
負

担

い
た

だ
き

、
個

々

の
願

い

を
込

め
て

打
ち

上

げ

る
こ
と

が
で

き
る

よ
う

に

い
た

し
ま
し

た

。

花

火
大

会
当

日

は

、
会
場

に
こ

ら

れ
る
方

々

の
安

全
対
策

や
防
犯

、

火
災

予
防

な

ど

、
多

く

の
方

が
運

営

に

協

力

く

だ

さ

っ

て

お

り

ま

す

。会

場
周

辺

に

お
住

ま

い
の
方

々

に

は
、

ご
迷

惑

を
お

か
け

す

る
こ

と

に
な

り
ま

す

が
ご
協

力

を

お
願

い
い
た
し

ま
す

。

な
お

、
翌
日

は
会
場

の
江

戸

川

の
河
川
敷

や
そ

の
周
辺

の
清

掃
を

、

実
行

委
員

会

や

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

の

方

々

が
行

い
ま

す
。

花
火

を

ご
覧

に

な
る

際

に
生

じ
た

ゴ
ミ

は

、

ぜ

ひ
各

自

で
お

持
ち

帰

り
く

だ

さ
る

よ
う

お
願

い
い
た
し
ま

す
。

務

所

、
都
庁

第

∵

第
二

本
庁

舎
案
内

コ

ー
ナ

ー
、
新
宿

駅
西
ロ

イ

ン
フ

ォ

メ

ー
シ
ョ

ン
セ
ン

タ

ー
で
「
申
込

書
」

と
「
申
込
み

の
し

お
り
」
を
配

布

公
開
抽
選
日
…
９
月
1
3
日
(
金
)
午
前

1
0時

か
ら

、
都
庁

第
二

本
庁

舎
一

階

ホ

ー
ル
で

実
施

圃

所

定

の

申

込

用

紙

を

８

月
1
2
日

(
月
)
ま
で
の
消
し
印
で
、
新
宿
郵
便
局

に
1
6
日
(
金
)
正
午
必
着

圃

都

建

設

局

公

園

緑

地

部

霊

園

課

さ
0
3
・
５
３
２
０
・
5
3
9
1
～
３

番今回募集する埋蔵施設の募集数と使用料

施設の型式｜　使用料（貸付時のみ）|募集数

こ
の
花
火
人
会
が
皆
さ
ん
の
夏

休
み
の
楽
し
い
思
い
出
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
そ
の
方
法
を
検

討
し
、
清
流
が
戻

―
市
民
の
憩

い

の
場
と
な
る
江
戸
川
で
の
花
火
大

会

が
松
戸
市
の
観
光
の
一
つ
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て

い

ま
す
。
市
政
に
対
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
６
月
末

現
在
二
百
九
十
七
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ
6
6・
2
3
0
1

番

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
は
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

小金原・ハケ崎を中心に

コアラテレビのサービスエリアが拡大

KOALA  TV

コアラテレビ

の愛称で市民に

親しまれている

松戸ケーブルテ

レビのサービス

エリアが拡人さ

れます。

新しく視聴可

能になる地域は小金原・ハケ崎を中心とする

20,000世帯。市内のニュースや地域情報を伝え

る自主放送「コアラチャンネル」をはじめ、映

画・音楽・スポーツ専門チャンネルなど、28

チャンネルをご覧になることができます。

圖 松戸ケーブルテレビ昔0120 ・ 01 ・ 3734番

（フリーダイヤル）

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
講

座
案
内

匝

松
戸

地
域
職
業

訓
練
セ
ン

タ
ー
　

２
０
０
番
）
窓
口
で
、
先
着
順
で
受

（
小
金
原
一
の
一
九
の
三

容
4
9・
３
　

け
付
け
ま
す
。

講　座　名　 ｜　　日　　　　時　　　　｜　　定員・費用

Ａ NEW SERVICE FOR FOREIGNERS

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と

は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者
（
第
二
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ

れ
て

い
る
配
偶
者
の
こ
と
で
す
。

保
険
料
は
厚
生
年

金
や
共
済
組
合

の
制
度
全
体
が
負
担
す
る
仕
組
み
で

す
か
ら
、
第
三
号
被
保
険
者
は
保
険

料
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

（
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
）
。

し
か
し
、
届
け
出
を
し
て
確
認
を

受
け
な
け
れ
ば
、
第
三
号
被
保
険
者

と
し

て

扱
わ

れ
ま

せ

ん
。
ま

た
、

届
け
出
を
し
て

い
な
い
と
、
将
来
、

年
金

が
受

け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り

減
額
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現

在
、
第
三

号
被
保
険

者
の
特

例
届

出
期

間
（
平
成
９
年
３
月

ま

で
）

中
で
す
の
で
、
届
け
出

を
忘

れ
て

い
た
り
し
て
、
ま

だ
提
出
し

て
い
な
い
人
は
、
必

ず
こ

の
機
会

に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

鵈
国
民
年

金
課
適
用
係

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座
　
　
資
格
・
検
定
講
座

ワープロ・

パソコン講座

ワープ囗オアシ

ス基礎講座

ワープロソフト

一太郎入門講座

ロータス1-2-3

基礎講座

①８/７(水)・８(木)　　午後

②８/２７(火)・２８(水)　午前

８/19(月)・２０(火)・

２２(木)・２３(金)午前

８/３(土)・10(土)

8/5(月)・６(火)・

８(木)・９(金)　午前

各回６人

5,000円

各回10人

12,000円

※午前＝午前９時30 分～午後０時30 分､ 午後＝午後１時30 分

～４時30 分、土曜日＝午前９時30 分～午後４時30 分

各コースともテキスト代2,000 円か別にかかります。

グラフィック

実戦講座

8/19(月)・２０(火)・

26(月)・２７(火)午後

５人

15,000 円

※午後1 時30 分～４時

テキスト代2,000 円が別にかかります。

２級建築士

資格取得講座

製図コース

9/３～19 の毎週

火一木･土曜日(計８回)

午後６時～９時

30人

30,000 円

(会員25,000 円)

一般埋蔵施設

芝生埋蔵施設

壁型埋蔵施設

412,000円～ﾜﾜ2,500円

456,000円～684,000円

652,000円

171

9

1,065

※別に年間管理料

1,17O円～5,580円が毎年必要になります。

広報 １９９６年(平成８年)７月２５日

市長室・発
No22



子育ての後は働きたい
「妻の就労に対する希望」「女性の就労を制約する要因」「理想の就労パ

ターン」を尋ねてみました。　　　

妻の就労に対する希望

今後の就労に対する希望について女性に聞いたところ、74.2％が収

入のある仕事をしたい（続けたい）と答えています。仕事をしてほし

いと答えた男性は51.1％です。

「仕事をしているか」また、「仕事をする場合に希望する就労形態」を 聞 き ま し た 。

妻の就労状況を調べた結果、現在何らかの仕事についている人は

56.496でした。

また、仕事をしたい妻の希望する就労形態は、パートやアルバイト

が49.596、常勤が21.696、時間や場所に拘束されない形が14.096とな

っています。

主な地域活動への参加の現状と今後の希望（女性回答）

「現在」の状況は、趣味活動への参加が多く見られます。

これらは「今後」も多くの参加希望があります。

また 、「現在」は少ないものの「今後」参加希望が多いも

のは 、「市民講座・教養講座などの学習活動」「各種のボラン

ティア活動」となっています。

※一人いくつでも選択（％＝項目÷回答者数）

一
8
月
2
5
日
号
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
の
コ
ラ
ム
の

連
載
が
始
ま
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ボランティア活動をしたいと思っている市民は多い

女性の就労を制約する要因（女性回答）

再就職口が少ない（40.6 ％）

家事の負担（40.3 ％）

育児や教育面の負担(35.696)

夫が家庭に非協力的(14.596)

賃金等の性差別(14.496)

健康体力の不安(13.096)

就労への夫の無理解(7.996)

介護や看護の負担（7.4％）

その他(13.696)

無 回答（12.9 ％）

※一人２項目選択（青色＝１番問

題になると思うもの、黒色＝２

番目に問題になると思うもの）

（％＝項目÷回答者数）

「再就職口が少ない」ことを理由にあげる人が最も多＜なっています。

理想の就労パターン

理想の就労パターンでは 、「出産で一時退職し 、育児後再び就労する」とす

る回答が男女とも過半数を越えてい ます。

各種の地域活動は、多様で生きがいのある生活を送るための社会参加の一つと捉えられ

ています。ここでは女性「現在の参加状況と今後の参加希望」、また、「参加しやすくな

地域活動に参加しやすくなる条件(女性回答)

時間の都合がつけば(38.896)

近くに施設や場があれば（33.8 ％）

仕事が忙しくなければ（29.3 ％）

内容 一指導者がよければ（29.2 ％）

経済的な余裕があれば（27.0 ％」

参加のきっかけがあれば（23.6 ％）

育児負担が軽減できれば（18.2 ％）

健康であれば（17.3 ％）

夫の理解があれば（13.2 ％）

家事負担が軽減できれば（12.9 ％）

その他（24.4 ％）

女性施策の課題

女　性

地域活動に参加する場合、

どのような条件が整えば参加

しやすくなると考えているか

聞いたところ、｢時間の都合が

つけば｣｢ 近＜に施設や場があ

れば｣ などが上位を占めまし

た。

※一人３項目選択

(％＝項目÷回答者数)

「女性問題」を解決し 、男女がと

もに快適で充実した生活を送るため

に重要なことは何かを聞きました。

女性の自覚や知識の向上

社 会的 差別 を改める

男性の理解と協力

男性Eが家庭を重視

労働時間の短縮

過程での平等教育女性の社会参画

女性の 経済力

国・県の制度の改革

男性の生活技術の向上

そ の 他

男　 性

回答が多い上位３つは 、女性も男性も「女性の自覚や知識の向上」「社会的差別を改める」

「男性の理解と協力」でした。今後は、男女がともに快適で充実した生活を送るために 、これ

ら女性問題の課題を、―つひとつ解決し ていくことが必要です。

地域で活動したい･

広報 １９９６年(平成８年)７月２５日

項　　　目 現在 今後 増減

町内会・自治会の活動 14 ８ ↓

婦人団体の活動 ２ ５↑

ＰＴＡ役員やこども会などの青少年育成活動 12 ９ ↓

趣味のサークル活動 20 36

個人の趣味活動 24 ４１↑

レクリエーションやスポーツのサークル活動など 16 32 ↑

市民講座・教養講座などの学習活動 ４ 31 ↑

民生委員など公的活動 １ ４↑

各種のボランティア活動 ３・28 ↑

消費者活動、自然・環境保護、市民運動など ３ ９↑

参加している活動はない 20 ５ ↓

無回答 23 18 ↓

※一人３項目選択

(％ ＝項目÷回

答者数)

(単位＝％)



市民意識調査の結果を

市では、平成３年 に「松戸市女性行動計画」を策

定し、女性も男性も社会のあらゆる分野に参画でき、

ともに生き生きと暮らせるまちづくりに取り組んで

います。

この女性行動計画をさらに充実したものとするた

め、「（仮称）松戸市新女性行動計画」を策定し、平

成１０年度をめどにスタートさ せること になりまし

た。

そこで 、家庭・就労 ・地域のそれぞ れの場面で、

既婚者（男 女）はそれぞれどのような意識を持ち、行

動しているのか、また、女性の行動 や参加が制約さ

れているとすればその理由を知り、市の女性施策に

反映させるために、「女性問題に関する市民意識調査」

を行いました。

その一部をご紹介します。

薨女性センターゆうまつど≫64 ―8778 番

この調査は、対象を既婚の20 歳以上60 歳以下の市民

とし､女性1,500人と男性1,500人を無作為に抽出しまし

た。回答率は、女性45.096 、男性34.696 です。

調査項目は、「家庭内の役割分担」「就労」「地域活動」

の3 分野に、「平等・差別意識」を加えた4 項目を基本と

しました。

男女とも同じ質問項目で構成していますが､女性には

自分自身の意識や行動を問うのに対し､男性には夫から

見た妻に対する認識や女性観を問う設問になっています。

「男は仕事」「女は家庭」？

男は家庭、女は仕事

男も女も、仕事も家庭も

男は仕事も家庭も、女は仕事

男は仕事も家庭も、女は家庭

男は仕事、女は仕事も家庭も

男は仕事、女は家庭

家庭内の役割分担

家事の役割分担の現状

家事の役割分担の理想

家事分担の現状は 、「もっぱら妻」とする女性の回答が

75.1％。男性の回答でも69.6%と最も多＜なっており、女性

が家事を担っている割合が高いことが分かります。

理想の家事分担では 、女性も男性も「妻が主、夫が従」と

する回答が一番多く 、妻だけでなく夫も家事に協力するのが

理想とする傾向が見られました。

状況や必要に応じて

男は家庭、女は仕事

男も女も、仕事も家庭も

男は仕事も家庭も、女は仕事

男は仕事も家庭も、女は家庭

男は仕事、女は仕事も家庭も

男は仕事、女は家庭

｢男は仕事、女は家庭｣

に代表される仕事と家庭

をめぐる男女間の役割分

担について、現状と理想

を聞きました。

現状では、従来の固定

化した役割分担が多いも

のの、理想として考える

人は減っています。

特に女性の43.396の人

が、女性も男性もともに

仕事と家庭に関わること

を希望しています。

また、多様な生き方や

考え方を反映するものと

して、「状況や必要に応

じて」分担を変化させる

は女性の31.996が理想と

考えています。

炊事・海童・掃除などの「家事」について、分担の現状と望ましいと思う分担のあり方を聞き

ました。また、「収入の役割 分担の理想」を聞きました。

収入の役割分担の理想

収入分担の望ましいあリ方については、31.196の女性

が「もっぱら夫」を選んだのに対し、男性は47.0％と考

え方に差があることが分かります。

また、「夫婦半々」という回答は、女性が15.3％、男性

が6.7％となっています。 男性の育児参加も多くなりました

市では 、市Ｒ の皆さんから女性行

動計画についての意見を聞くため、

有識者と市民15 人で構成する「女性

行動計画推進協議会」を設置してい

ます。

「（仮称）新女性行動計画」につい

て協議・提言をする第3 次協議会を9

月に設置することになりまし たが 、

より一層市民の声を反映させるため 、

協議会の委員を公募し ます。

皆さんの応募をお待ちしています。

女性行動計画の見直しに活用

広報 １９９６年(平成８年)７月２５日

無回答

わからない

その他

理　想

募集人員　3 人以内

任　　 期　委嘱の日から平成10 年3月31 日まで

応募資格　20 歳以上の市民

提出書類　「女性政策について思うこと」をテーマ

に1,200 字以内の作文

期　　限　8 月23 日窗〔必着〕までに、住所 一氏名・

年齢・性別・経歴（職歴、地域活動歴等）

･電話番号を記入し、作文を添えて、〒271

松戸市本町14-10 女性センターゆうまつ

ど（昔64-8778番）へ

※提出された書類はお返ししません。

第3次女性行動計画推進協議会委員の募集

無回答

その他

現　状



情報

※ タイトルが色●りのものは、市の主僅です。
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フ
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テ
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５
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(
日
)
午
前
８
時
3
0
分
受
け

付
け
 
会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場

対
象
市

内
在
住

・
在
勤

・
在

ク
ラ

ブ
・
在
学
者
　
種
目

男
女
と
も
Ａ
～

Ｄ
ラ
ン
ク
別
と
四
十
五
歳
以
上
（
四

十
五

歳
以
上
も
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ン
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を
必
ず
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ル
国
際
ル
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ル
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一
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ム
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月
９
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、
所
定
の
振

込
用
紙
で
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟

・
小
倉
（

酋
4
5・
0
8
9
9

番

）

へ

「
ひ
ま
わ
り
号
」
で
国
営
昭
和

記
念
公
園
へ

催
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、
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場
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８
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日
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に
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・
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を
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四
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携
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・
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９
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９
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体
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９
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７
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所
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名
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1
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バ
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ボ

ー
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連
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苅

部
徳
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（
a
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5
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松

戸
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・

韓

国

大

邸

廣

域

市
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学

生

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

交
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大

会

８
月
３
口
(
土
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４
日
(
日
)
午
前
９
時

か
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会
場
運

動
公

園

体
育
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内
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団
体
戦
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個
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費
用
入
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無
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ス

ポ
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ツ
課

公
6
3・
9
2
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夏

快
適

リ
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レ
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シ
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体
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８
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1
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八
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前
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時
3
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～
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時

会
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公
園
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定
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着
ハ
ト
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費
用
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千
円

圉
当
日
会
場
で

問
健
康
体
操
連
盟
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滝
田
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6
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・
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6
8
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番

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

教

室

８
月
４
日
・
1
1
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・
2
5
日
の
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曜

日
、
午
前
1
0
時
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午
後
１
時
会
場

河
原
塚
小
学
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体
育
館
　
対
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市
内

在
住
の
人
定
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十
人
 
費

用
無
料

圃
当
日
会
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で

陬
休
育
指
導
委
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安
川

豊
9
1・
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2
4
8
番

坂

川

の

観

察

会

８
月
４
日
(
日
)
午
前
９
時
馬
橋
駅
西

口

集
合
　

内
容

坂
川

の
上

流
か

ら
下

流
ま
で
の
水
質
調
査
と
植
物
観
察

対
象

小

学
校
四

年
生
以

卜
　

定

員
先

着
五
十
人
　
費
用
無
料

※
頁
休

み

の
自
由
研

究
に
最
適
で
す

。

圃
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で
川
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会
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［
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４
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シ
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２
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、

所
定
の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
0
松
戸
北
郵

便
局
私
書
箱

。
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
へ

圓
松

戸
市

テ
ニ
ス

協
会
・
平

木

登

洳
・
4
1
1
2

番

※
申
込
用
紙

・
大
会
要
綱
は
九
卜
円

切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

シ

ョ

ー

ト
テ

ニ

ス

教

室

８
月
2
4
日
～
1
2
月
2
8
日
の
第
二
・

第
四
上
曜
日

（
全
九
回
）
①
午
前
1
0

時
～
1
1
時
3
0
分
②
正
午
～
午
後
１
時

誚
分

会
場
栗
ヶ
沢
小
学
校
体
育
館

対
象
五
～
十
歳
の
幼
児
・
児
童
　
内

容
軟
ら
か
い
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
と
軽

い
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た
テ
ニ
ス

費
用
四
千
五
百
円
円

圃
８
月
1
0
日
(
土
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
・
希
望
時
間
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
二
の
二

〇
の
一
西

千
葉
県
テ
ニ
ス
協
会
・
飯

島
徳
子

（
昔
4
4・
3
2
3
2

番
）
へ

松

戸

自

衛

隊

盆

踊

り

大

会

８
月
６
日
(
火
)
・
７
日
水
、
午
後
６

時
～
９

時

会
場

陸
上

自
衛

隊
松
戸

駐

屯

地

グ

ラ

ウ

ン

ド
　

内

容

盆

踊

り
・
花
火
大
会
（
６
日
）
　
・
カ
ラ
オ

ケ
大

会

（
７
日
）
　
　
費
用

無
料

鬪
陸
上

自
衛

隊
松

戸
駐

屯
地

広
報

室

昔
8
7
・
2
1
7
1
番

国
民

平

和

大
行

進

７
月
2
6
日
金
午
前
９
時
か
ら
　
コ

ー
ス
松
戸
市
役
所
前
か
ら
市
川
市
運

動
公
園
ま
で
　
費
用
無
料

圃
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
松

戸
実
行
委
員
会
・
工
藤
 
4
1
・
4
6

1
2
番

ケ

チ

ャ

ッ
プ

リ

ン

た
び

彦

・
パ

ン

ト

マ

イ

ム
シ

ョ

ー

８
月
1
1
日
(
日
)
午
後
２
時
・
３
時
か

ら
各
三
十
分
問
公
演
　
会
場
寺
嶋
文

化
会
館
（
柏
駅
徒
歩
三
分
）
　
内
容

パ
ン
ト
マ
イ
ム

ー
コ
ミ
ッ
ク
マ
ジ
ッ

ク

ー
ジ
ヤ
グ
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
ト
リ

ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
費
用
無
料

鬪
謝
寺
島
文
化
会
館

登
０
４
７
１
・

6
7
・
６
１
５
３
番

健
康

カ
ラ

オ

ケ

コ
ン

テ

ス

ト

８
月
８
日
米
午
後
６
時
～
９
時

会
場
市
民
劇
場
　
費
用
人
場
無
料

問
健
康
カ
ラ
オ
ヶ
普
及
会

・
富
永
昔

4
1
・
3
6
2
3
番

８月は通商産業省主唱の
電 気 使 用 安 全 月 間 です

安全レノちゃんの電気安全ひとくちメモ

財団法人 関東電気保安協会

あ
な
た
の
健
康

大
腸
菌
Ｏ
‐
１
５
７
に
つ
い
て

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
に

は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

今
回
話
題
に
な
っ
た
大
腸
菌
Ｏ
－
１

５
７
は
、
食
物
や
飲
み
水
、
あ
る

い
は
食
器
や
手
に
つ

い
た
大
腸
菌

を
囗
に
す
る
こ
と
が
原
因
で
起
き

る
食
中
毒
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ

ま
す

。
普
段
大
腸
菌
は
、
健
康
な

人

の
腸
の
中
に
無
数
に
存
在
す
る

細
菌
で
特
に
病
気
を
起
こ
し
ま
せ

ん
が
、
そ
の
種
類
の
中
に
は
ド
痢

や
嘔
吐

（
お
う
と
）
、
発
熱
な
ど
を

起
こ
す
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
が
病

原
性
を
持
つ
大
腸
菌
で
す
。

大
腸
菌
Ｏ
－
１
５
７
は
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
の
ひ
と
つ
で
、
ベ
ロ
毒

素
と

い
う
と
て

も
強
力
な

「
毒
」

を
出
し
、
そ
れ
が
腸
を
侵
し
て
出

血
を
起
こ
し
た
り
、
血
液
中
の
血

球
を
解
か
し
た
り
、
腎
不

全
や
け

い
れ
ん
を
誘
発
す

る
の
で
す
。
重

い
場
合
は
死
亡
す

る
場
合

も
あ
り

ま
す
。

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

す
る
か

怖

い
細
菌
と
い
っ
て
も
熱
に
弱

く
、
食
物
や
水
・
食
器
を
介
し
必

ず
囗
か
ら
入

る
も
の
な
の
で
、
食

事

の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
常
に
手
を
よ
く
洗
う
、
傷

ん
だ
物
は
食

べ
な
い
、
十
分
に
加

熱

し

て
食

べ

る
、
食

器

や
ま
な

板
・
ふ
き
ん
を
清
潔
に
し
て
使
用

す

る
こ
と
な
ど
衛
生
面
に
注
意
す

る
こ
と
で
予
防
が
で
き
ま
す
。

人
腸
菌
０
-
１
５
７
は
、
囗
に
入

り

症

状

が
出

る
ま

で

四
～

九

日

ほ

ど

か

か

り
ま

す

。

下
痢

は
水

様

性

の
こ

と

が
多

く

、

そ

れ

に
血

便

と

腹

痛

を

生

じ
た

と

き

は
本

症

を

疑

う

必
要

が

あ
り

ま

す

。

か

か

っ
て

し

ま

っ

た

と
思

っ
た

ら

、
す

ぐ

に

か
か

り

つ

け

の
医

師

に

相
談

し

て

く

だ

さ

い
。
家

に

あ

る
下

痢

止

め

を

使
用

す

る
と
菌

が
腸
内

に

残
り

、

症

状

が
悪

化
す

る
場

合

が

あ
り

ま

す

。
抗

生

物
質

も

安

易

に
使

用

す

る
の
は
危

険
で
す

。

ま

た

、

脱
水

状

態

に

な

ら

な

い

よ
う

に

十

分

に
水

分

を
取

ら

な
け

れ

ば
な

り

ま
せ

ん
。

特

に
乳

幼

児

は
脱

水
状
態

に

な
り

や
す

い
の
で

、

血
液

の

混

じ

っ

た
下

痢

便

が
出

た

ら
早

期

の

治
療

が
大

切

に

な
り

ま

す
。
　
　
　
　
（
松
戸
市
医
師
会
)

電気製品の取り扱い

説明書は必ず読みま
しょう。　　 ＿

い
か
に
予
防
す
る
か

こ
の
大
腸
菌
Ｏ
－
１
５
７
に
よ
る

食
中
毒
は
、
昭
和
5
7年
ア
メ
リ

カ

で
（

ン
バ
ー
ガ
ー
に
よ

っ・
て
集
団

発
生
し

た
の
が
最
初
で
す
。
わ

が

国
で
は
、
平
成
２
年
に
浦
和
市
の

幼
稚
園
の
井
戸
水

か
ら
集
団
発
生

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
全
国
各
地
で
、

発
症
の
報
告

が
相
次

い
で
み
ら
れ

ま
す
。

広報 １９９６年(平成８年)７月２５日

チャンネル

市役所の代表電話は        

66-1111番

代表FAXは        63-

3200番
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講
座
・
講
演

一

1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

８
月
３
日
(
木
)
・
3
0
日
(
金
)
の
い
ず
れ

か

。
日

、
午
前

９
時

丿
分
～

午
後

５

時

会
場

青
少

年
会

館

対

象
十

六

歳
以
上
 
定
員
 
二
十
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
だ
さ
い
。

隰
８
月
８
日
(
木
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
日
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
五
六
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸

ビ
ル
松

戸
市

教
育

青

貝

会

社

会

教

育

課

市

民

文

化

係

（

昔

6
6・
7
4
6
2

番
）

へ

○

譲

り

ま
す

〔
家

具

〕

食
堂
テ

ー
ブ
ル

い
す
四

脚
付

き
無
料
◆

テ

ー
ブ
ル

い
す
二

脚
付

き
千
円
◆

ダ
イ

ニ
ン

グ
テ

ー

ブ
ル
千
円

◆
木
製
食

卓
用

い
す
二

脚
千
円
◆
押
入
れ
用
整
理
棚
三
千

円
◆
洋
服
だ
ん
す
七
千
円

〔
電

気

用

品

〕

衣
類
乾
燥

機
無
料

二
点
◆

布
団
乾
燥
機
三
千
円

◆
二

槽
式

洗
濯
機
一
万
円
◆
２

ド
ア
冷

蔵
庫

一
万
円
◆

冷
風
扇
四
千
円

◆

扇
風
機
千
円
◆

オ
イ
ル

パ
ネ
ル
ヒ

ー
タ
ー
五
千
円

◆
電

気
ス
ト
ー

ブ

七
千
円
◆
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
無

料
◆

ク
ッ
キ
ン

グ
川

フ
ー
ド
プ
ロ

セ
ッ

サ
ー
無
料
◆
電

気
式

ズ

ボ
ン

プ
レ

ッ
サ
ー
五
千
円
◆
携

帯
電
話

福

助

菊

作

り

植
え

込
み

講

習

会

８
月
４
日
(
日
)
午
後
１
時
～
５
時

会

場
市
民
会
館

費
用
無
料

固
十
松
菊
花
会
・
結
城
6
3
・
5
9

8
5
番

手

賀
沼

船

上

学

習

会

８
月
2
2
日
(
木
)
・
2
3
日
金
・
2
4
日

(
土
)
・
2
7
日
(
火
)
〔
い
ず
れ
か
一
日
〕
、

各

午
前
1
0時
～
午
後
３
時

会
場
手

賀
沼
親
水
広
場

対
象
小
学
校
四
年

～
中
学
生
の
親
子
　
内
容
船
上
か
ら

の
手
賀
沼
の
観
察
・
水
質
実
験
・
せ

っ
け
ん
作
り
ほ
か
　
定
員
各
日
先
着

气
十
人

持
ち
物
筆
記
用
具
・
昼
食

費

用
無
料

匣
８
月
１
日
(
木
)
午
前
９
時
か
ら
、
電

話

で
手

賀
沼

親
水

広
場

昔
０
４
７

１

・
8
4・
0
5
5
5

番
へ

七

千
円
◆

つ
り
下

げ
式
照
明
器

具

五

千
円
◆
天
井

据
え

付
け
式
照
明

器
具
四
１
円
二
点

〔
子

供
用

品

〕

Ａ

型

ベ
ビ

ー
カ
ー

四

千
円

・
五
千
円

◆

ク
ー

バ
ン
ニ

千
円
◆

ス
イ

ン
グ
式

ベ
ビ
ー
ラ
ッ

ク

五
千

円

◆

ベ
ビ

ー

ラ

ッ

ク
千

円
・
二
千
円
・
二
千
円
◆
ベ
ビ
ー

ゲ

ー
ト
無
料
◆

ベ
ビ

ー
フ

ェ
ン
ス

無

料
◆

木

製

ベ
ビ

ー

ベ
ッ

ド
千

円

・
三
千
円

・
五

千
円

◆
木
製

す

べ
り
台
五
千
円
◆

ベ
ビ

ー
ス
ケ
ー

ル
五
百
円

・
二
千
円

◆
チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ
ー
ト

ー
万
円

◆

紙
お
む

つ

処
理

ポ

ッ

ト
四

千

五
百

円

◆

蚊
帳
無
料

〔
ス

ポ

ー
ツ
用

品

・
楽

器
〕

ピ
ア

ノ
無
料
◆

エ
レ
ク
ト

ー‘
ン
無
料
二

庭
園
特
別
公
開
「
戸
定
邸
を

写
そ
う
」

芝生の緑が映える戸定邸の庭園

８
月
６
日
・
７
日
・
1
3
日
・
1
4

口
・
2
0
日
・
2
1
日
・
2
7
日
・
2
8
日
の

火
・
水
曜
日
、
各
午
前
９
時
3
0
分
～

正
午

会
場
戸
定
歴
史
公
園

内
容

戸
定
邸
の
普
段
非
公
開
の
庭
園
を
特

別
に
公
開
（
写
真
撮
影
・
写
生
も
可

能
。
三
脚
・
イ
ー
ゼ
ル
は
不
可
。
ハ

イ

ヒ

ー
ル

も
ご

遠
慮

く
だ

さ

い
）

定
員
各
日
先
着
五
十
人
費
用
無
料

惠
電
話
で
戸
定
歴
史
館
昔
6
2
・
2
0

5
0
番
へ

簿
記
教
室

コ　ー　ス　　　　　　 日　時　　　｜　　　費　用
会
場
松
戸
商
工
会
館
持
ち
物
筆

記
用

具
と
電

卓
（
ま

た

は
ソ
ロ

バ
ン
）

定
員

各
四

十

人

惠

費

用

を
持

っ
て

、
直

接
松

戸

商

工

会
議

所

（

容
6
4
・
3
1
1
1

番

）

へ価
格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

（

拝

聞

お

勤

め

の
人

は

勤

め

先

の

電

話

番

号

）

を

記

人

し

て

、

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
の
八
京

葉

ガ

ス

Ｆ

松

戸

第

ニ

ヒ

ル

松

戸

市

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

へ

※
相

手

の

紹

介

は

月

初

め

に

抽

選

し

、

当

選

者

に

電

話

連

絡

し

ま

す

。

紹
介

後

は

自

主

交

渉

に

な

り

ま

す

。

点

◆

腹

筋

台

八

千

五
百

円

◆

男

性

用
ス
キ
ー
板
1
9
5
セ
ン
チ
六
千
円

〔
日

用

雑

貨

〕

米

び

つ

付

き

レ

ン

ジ

台
三

千

円

◆

テ

レ

ビ

ス

テ

レ

オ

収

納

ボ

ッ

ク

ス
四

千

円

◆

組

み

立

て

式

物
干

し

台

三

千

円

◆

仲

縮
物

干

し

竿

五

百

円

◆

丸

型

物

十

し
（

ン

ガ

ー

五

百

円

◆

木

製

ス

リ

ッ

パ

ラ

ッ

ク

五

百

円

◆

真

ち

ゅ
う

製

ス

リ

ッ

パ

ラ

ッ

ク
千

五
百

円

◆

人

形

ケ

ー

ス

無

料

◆

大

人

用

歩

行

器

無

料

◆

世

界

文

学

全

集

無

料

◆

和

文

タ

イ

プ

ラ

イ

タ

ー

無

料

◆

記

憶

力

増

強

潜

在

能

力

開

発

装

眞

一
万

円

二

点
◆

ト

レ

ー

ス

教

材

八

千

円

◆

ス

プ

ー

ン

フ

ォ

ー

ク

セ

ッ
ト

ー
万

円

◆

カ

ッ

プ
ソ

ー

サ

ー
セ

ッ
ト

無

料

◆

中

型

犬

用

犬

小

屋

無

料

◆

足

踏

み

ミ

シ

ン
無

料

惠
７
月
3
0
日
(
火
)
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名

（
品
物
一
点
に
つ
き
一
人
一
枚
）
　
・

品

物
を

譲
り

た

い
人

は

、
７

月
2
9
日
(
月
)
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
二
人
三

点
ま
で
）
。
８
月
2
5日

号
に
掲
載

し
ま
す
、
価
格
は
一
万
円
ま
で

で

、
衣
料

品

・
食
料
品

・
自

転

車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

回

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

昔
6
6
ｔ

7
3
2
9

番

歴
史
教
室
「
戸
定
か
丘
歴
史
ツ

ア
ー
」
　
（
Ｔ
ｏ
Ｊ
ｏ
歴
史
探
偵

団

）８
月
３
日
・
1
0
日
の
土
曜
口
、
午

前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
会
場
戸
定
歴

史
公
園

対
象
小
中
学
生
と
保
護
者

内
容
学
芸
員
が
小
中
学
生
向
け
に
展

示
を
解
説
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
を
考

え
ま
す
。
戸
定
邸
の
普
段
非
公
開
の

部
屋
も
特
別
公
開
し
ま
す
　
定
員
各

日
先
着
三
卜
人
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
戸
定
歴
史
館
登
6
2
・
2
0

5
0
番
へ

女

性

就
業

技

術

講

習

会

対
象
技
術
や
資
格
を
身
に
付
け
て

就
職
す
る
こ
と
を
望
む
女
性
で
、
令

日
程
出
席
で
き
る
初
心
者
（
学
生
を

除
く
）
。
ワ
ー
プ
ロ
科
と
パ
ソ
コ
ン

科
は
五
十
歳
未
満
の
人

が
対
象
。
子

ど
も
同
伴
で
の
受
講
は
不
可
）
　
費

用
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
で
約
一

ワ

ー
プ

ロ

・

ト
レ

ー
ス

講

習
会

８
月
８
日
米
・
９
日
(
金
)
午
前
９
時

～
午
後
４
時

会
場
県
立
我
孫
子
高

等
技
術
専
門
校

定
員
ワ
ー
プ
ロ
基

礎
＝
十
五
人
、
ト
レ
ー
ス
初
級
・
中

級
＝
二
十
人
（
各
抽
選
）
　
費
用
無

料圉
７
月
3
!
7
1
日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢
・
職
業
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
1
1

我
孫
子
市
久
寺
家
六
八
四
の
一
我
孫

子

咼
等

技
術
専
門

校
（

登
０
４
７

１
・
8
4
・
6
4
1
1
番
）
へ

万
円
）

圉
８
月
５
日
(
月
)
・
６
日
(
火
9
の
午
前
９

時
～
午
後
４
時
3
0
分
の
間
に
、
本
人

が
印
鑑
と
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
、
直

接
千
葉
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

（
豊
0
4
3
・
2
4
7
・
8
5
4
1

番
）
へ

科目　　｜　　　　　 日　時　　　　　 ｜　　会場　　｜　　内容　 ｜　定員

夏

休

み

動

く

親

子

物

価

教

室

８
月
2
3
日
(
金
)
午
前
９
時
Ｊ
Ｒ
千
葉

駅
前
集

合
、

午
後
５

時
解

散
予

定

対

象
小

学
校
四

年

～
六
年

生
と

そ
の

保
護

者
ニ

ト

組

（
応
募
者

多
数

の
場

合
は
抽
選
）
　
内
容
バ
ス
に
よ
る
生

産
流
通

施
設

見
学

費
用

無
料

（
昼

食
付

き
）

匣
８
月
1
2
日
(
月
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
子
ど
も
と
保

護
者

の
氏
名

・
性

別

・
年

齢

（
子

ど

も
は

学
年

）
　・
続

柄

・
電

話
番

号
を

記
人
し
て
、
〒
2
6
0
-
9
1
千
葉
中
央
郵

便
局

私
書

箱
四
〇

号
千

葉
県
企
画

部

県
民
生
活
課
企
画
調
整
班
（
昔
0
4
3
・

2
2
3
・
2
2
9
9
番
）
へ

く

ら

し

と

物

価

通

信

講

座

期

間

９

月

～

９

年

２

月
　

内

容

「
価

格
と

市
場
」
「
物

価

の
変
動

」

な

ど

の
講

座

、

ス

ク

ー
リ

ン

グ
ニ

回

、

レ

ポ

ー
ト
提

出

一
回
　

対

象
原

則
と

し

て
二

十
歳
以

上

の
県
内

在
住

の
人

定
員

百

五

十
人
（
応
募
者

多
数

の
場

合
は
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
８
月
１
日
(
木
)
～
2
0
日
(
火
)
の
問
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
　・
年
齢

・
職

業

・
電

話
番

号

を

記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-
9
1
千
葉
中
央
郵

便
局
私

書
箱
四

〇
ひ

千

葉
県
企

両

部

県
民
生
活
課
企
画
調
整
班
（
容
0
4
3
・

2
2
3
・
2
2
9
9
番
）
へ

募
集
し
ま
す

「

国

際

文

化

祭

」

出

場

者

募

集

オ

ー
ス
ト
ラ

リ
ア

の
ホ
ワ
イ

ト

ホ

ー
ス
市
と
の
姉
妹
都
市
二
十
五
周
年

記
念

と
し

て
開

催
す

る
、
国

際
文
化

祭

の
出
場

者
を
募

集
し
ま

す

。

1
0
月
1
9
日
(
土
)
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1
　
募

集

内

容

外

国

・
日

本

の
音

楽

、

ダ
ン

ス
、
芸

能

の
出

場
者

圉
８
月
3
0
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
(
財
)

松
戸

市
国

際
交

流
協
会
（
市

役
所
内

）

へ※
生
け
花
・
海
外
の
絵
画
な
ど
の
展

示

品

の
提
供
者

を
募

集
し
ま

す
。

街

と

水

辺
の

花

づ
く

り

コ

ン

ク

ー

ル

市
内
の
住
宅
周
辺
、
学
校
・
公
園

等
の
公
共
施
設
、
事
務
所
等
の
民
問

施
設
な
ど
の
花
飾
り
や
花
壇
の
全
体

が
分
か
る
二
枚
以
上
の
写
真
（
サ
ー

ビ
ス
サ
イ
ズ
以
上
）
に
、
コ
メ
ン
ト

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
に
よ
リ
審
杏
し
ま
す
。

匣
９
月
2
0
日
(
金
)
ま
で
に
、
郵
送
で
干

2
7
0
松
戸
市
千
駄
堀
七
四
九
(
財
)
ま
つ
ど

街
と
水
辺
の
緑
化
基
金
事
務
局
（
a

4
5・
9
8
4
6

番
）
へ

一
地

域

教

育

セ
ミ

ナ

ー
」

企

西

準
備
委
員
を
募
集

８
月
８
日

・
2
2日
・
９
月
1
2日
・

2
6
日
の
木
曜
日
（
全
四
回
）
、
午
前

1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
っ
ど

定
員
先
着
十
人

内

容
地
域
と
教
育
、
地
域
と
子
ど
も
等

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
講
座
の
企
画

準
備
　
セ
ミ
ナ
ー
日
程
1
0月
～
９
年

３
月
（
毎
月
二
回
）

圃

電
話

で
青
少
年
会
館

登
4
4・
8

5
5
6
番
へ

「
英

語

ス
ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

」

出
場

者
を

募

集

９
月
2
1
日
(
土
)
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
市
民
劇
場

対
象
市
内
在
住
・
在

学
の
高
校
生
　
テ
ー
マ
自
由
（
五
分

以
内
）

圃
８
月
９
日
金

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
1
松
戸
市
根

本
三
八
七
の
五
松
戸
市
役
所
内
(
財
)
松

戸
市
国
際
交
流
協
会
へ

※
申
込
用
紙
は
協
会
へ
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ス
ピ
ー
チ
原
稿
の
提
出
は
８
月
2
1

日
(
水
)
で
す
。

※
書
類
選
考
あ
り
。

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

ワープロ科

パソコン科

経理事務科

税務社会保

険労務事務

科

①9/2 ～11/25 の

毎週月・木曜日

②9/13 ～11/22 の

毎週火・金曜日

(各全21回)

①9/2 ～12/2 の

毎週月・水曜日

②9/19 ～11/14 の

毎 週火・木 一金(曜

日(各全24回)

9/20 ～11/22 の毎

週火一木・金曜日

(.全24 回)

8/27 ～10/15 の毎

週火・木 一金曜日

(全21 回)

午
前
９
時
3
0分
～
午
後
３
時
3
0分

千
葉
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー（
千

葉
市
中

央
区
千
葉
港
四
の
三
千

葉
県
経
営
者
会
館
内
）

基 礎か ら

検 定 ３級

程度

基礎から日

商簿記検定

３級程度と

パソコン会

計処理

基 礎か ら

所 得税 法

２級程度

各20人

各30人

初級コース

(日商簿記検定

3級程度)

中級コース

(日商簿記検定

2級程度)

昼
の
部
　
夜
の
部
一
　
夜
の
部

８ ／３０～

１１ ／８の

毎 週火 ・

金 曜 日

[10/4(金)

を 除 ＜

全20 回]

午前9時
30分～11時
缶分

午後6時

へ8時

２５,０００ 円（ 会 員

15,000 円 ）

※テキスト代を含む

３０,０００円( 会 員

20,000 円)

※テキスト代を含む

広報 １９９６年(平成８年)７月２５日



見に行こう 聴いてみよう

期間  内容  問い合わせ崎

期間 内容

期 間　　　 ｜　　　　　　　 内　　 容

期日  内容  開演時間  問い合わせ先

期日  内容(☆印は有料)  開演時間  問い合わせ先

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………O66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………≪65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

法律相談☆

税務 相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

交通事故

市政・一般

巡

回

年

金

相

談

期間  内容

期日｜　　　　　内　容　　　　　　　|開演時間|　　　問い合わせ先

期間  7/26(金)～8/8(木)   9(金)～22

(木)  23(金)～9/5(木)

指 揮 ジン ・リ ン　 ピ ア ノ小 山 実 稚恵

モ ー ツァ ル ト/ ドン ジョ バ ン ニ 序曲 ・ピ

ア ノ協 奏曲 第２３番 ・交 響曲第41 番 「ジュ

ピター」

Ｓ/５,０００円   Ａ/４,５００円   B/４000円

学 生/2,５００円

会 場森のホ ル21 大 ホール 開 演 午後２時

●
各
公

演
と
も
チ
ケ
ッ
ト
売
り
切
れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

公
演
日
　
　
公
　
演
　
名
　
　
会
場
 
 
開
演
 
 
費
用

チ

ケ

ッ

ト

ガ

イ

ド

市民優先予約のお知らせ

○お気軽にご相談＜ださい　 ８ 月の相談あんない ○

毎週火･木､第2･4 月曜日

第 １ 月曜 日

第 ２金 曜 日

第 ３金曜 日

第 ２・ 第 ４月 曜 日

毎 週水 曜 日

第 ２・ 第 ４火 曜 日

2(金)

6(火)

9(金)

16(金)

20(火)

23(金)

27(火)

30(金)

月～ 金 曜 日

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

人

権

相

談

心

配

ご

と

相

談

女性 パート

労 働 相 談

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談労 働 相 談

第1～第４金曜日

⑤(月)

⑥(火)

6(火)

7(水)・21

(水)⑦(水)・21

(水)1(木)・15

(木)

市役所相談コー

ナー

馬橋支所

六実支所

小金支所

常磐平支所

新松戸市民セン

ター

小金原市民セン

ター

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(≪63―6278番}でも行っています。

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ）

月～金曜日

月～金曜日

午 前 ９時～正 午

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時

相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

午前10時～午後3 時

森のホ ール21　S84  ― 5050

市民劇場　・68－0070番

松戸駅市民 ギャラリ ー　 登66 - 7462番

1　21世紀の森と広場パークセンター　≫45 - 8900番

市民会館　　5368 ―1237番

戸定歴史館　S62-2050番

文化ホールギャラリー　S67-7810番

博物館l　　S84-8181番

教育研究所

教育研究所66-7461番67-4646番067-4646 番”

※労働相談 は東葛 飾支庁商工 労政課(S61  -4089 番 ）でも行っ ています。

8/1 (木)～31(土)､午後
１時15分・３時15分か

ら20分間(土･日･祝･休日

は午前11時からも上映)

9/1(日)まで

8/6(火)・9(金)・15(木)、各

日午後2時から45 分間

ハイビジョン映像「北アルプス・立山連峰／自然紀行」

※9/1 (日）からは「人と森林」（15分間）を上映します。

会場講堂　観覧無料

地中からのメッセージ一千葉県教育委員会考古資料巡回展　内容県内で

調査された遺跡の中から注目される遺跡の出土品約1,100点を展示公開

します。 会場企画展示室　観覧無料

映像でみる昭和の記録　8/6歴史の証言「夏服の少女たち」・8/9歴史の

証言「黒い雨」・8/15 歴史の証言「そしてドンキーもしんだ」 会場講

堂　定員80人（当日先着） 観覧無料

※都合によリプログラムを変更する場合があります。

入 館時 間…午前9 時30 分～ 午後4 時30 分　観 覧料 …一 般300 円 ・高大 学生150 円 ・小中 学生100 円

（第2 ・4 土 曜日は 、小中学生は 無料です） ・休館日･･一月曜日 （祝日 に当たるときは 翌日） ・第 ４金曜

日 （館内整理日） 総合展示 解説ツアー…毎週土 ・日曜日と祝 日の午後 ２時 から30 分間 、解説員によ

る総合展示解説ツアーを開催しています参加者は観覧料が必要です）。

7/27

(土)８/4(日

) 21(

水)

チャリティ映画会
｢賢治のトランク｣

10:00 12:00

14:00 16:00

詩吟神風会千葉県総連合　詩吟大会_

松戸 市平 和コンサート

9:30

15:00

松戸手をつなぐ親の会 n83 ― 1332番

O88-0693 番

き66－7305番

千葉県総連合

市総務部総務課

※月曜日は休館  ☆印

東

西

土曜スケッチ会

濶志村087-5823 番

松戸山の会
思い出の山写真展

鵄遠藤042-5422 番

華墨会水墨画展

鵄布目043-ﾜ430 番

切り絵と似顔絵2人展

鵄辻≪45-88ﾜ1 番

緑樹会洋画展
刪川島公∠ロー2449 番

いつおうとうえん乙翁陶苑

生活雑器の陶芸展
鵄乙翁≪43 ―4ﾜ12 番

･読売日本交響楽団演奏会

取
扱
時
間
　

午
前
1
0時
～
午
後
４
時

［
弱
音
8
4・
5
0
5
0
番

10/12(土)　 8/25(日)   7/27(土)  ‖7/26(金)

片
桐
は
い
り
一
人
芝
居

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
夜
」

（
残
席
わ

ず
か
）

立
川
談
志
独
演
会

（
残
席
わ

ず
か
）

子
ど
も
の
た
め
の
名
作
ミ

ュ

ー
ジ

カ
ル
「

眠
れ
る
森

の

美
女
」

主
演

一
小
田

茜

野
村
狂
言
の

会
　

「
棒
し

ぼ
り
」
「
六
地
蔵
」
出
演

一

野

村
万

作
ほ
か
（
解
説
あ

り
）

森のホール
21小ホール

午後6時

全席指定

4,500円

森のホール21

大 ホール

午後2 時

全席指定

2,000円

森の水日ﾚ21

小ホ ール

午後6 時

S/3,200円

A/2,800 円

森のホール21

小 ホ ー ル

午後7時

全席 指 定

3,80()円

大西順子スーパーセッション

燦めくジャズピアノと素敵な仲間たち！

11/９(土)午後6時30分開演 全席指定4,０００円

(優先席として１階席100 席を用意、応募多

のときは2・3階席になる場合もあります)

圃８月９日(金)［消印有効］までに往復ハガキ

に住所 ・氏名 ・電話番号 ・必要枚数を 記入

し て 、〒270 松戸市千駄 堀646 －4 森のホー

ル21 「ジ ャズ先行予約」係 へ（先 着順）

一般発売に先行して予約受付開始

文化施設だ

より
市総務部総務課

長田

レンガの会

豐66-7305番
豐63一3825番
C62-6576番

平和ポ スター展

長田 国夫 遺作展

レンガ の会展覧会

８／４(日)まで

８／ ７(水)～11(日)

8/20(火)～25(日)

開館時間…午前10時～午後６時（月曜日は休館）

9/23(祝)まで

通常展「徳川昭武

と その時代」

慶応3年(1867 年)、将軍徳川慶喜の命でパリ万国博覧会に派遣された徳川昭扈

はその後、日本の代表として各国を歴訪したのち最初で最後の大名留学生とな

りました。昭武の生涯を通じて19世紀末から20 世紀初頭の世界を展観します。

入館時間…午前９時30 分～午後４時30分( 月曜日は休館〔祝日に当たるときは翌日Ｄ　入館料…大

人60円、高大学生40 円、小中学生20円(第２・４土曜日は、小中学生の観覧は無料です)

__＿__…… ……
｢ひょうたん展｣ 松戸ひょうたん村

｢動物の折り紙展｣ 落合栄二郎氏

｢農とふれあう作品展Ｊ　ＪＡ女性部

昆虫ウォツチング　　講師…自然解説員　松葉光豊氏

7/30(火)～8/11(日)

8/14(水)～　24(土)

8/27(火)～9/ 1(日)

８/24(土）午後3時～4時

展
示
 
 
催
し
物

相
談

当日パークセンターで（先着25 人）　費用…無料　 ※雨天中止

毎週水・土一日曜日　　　　みどりの相談員による花や緑に関する相談

午前10時～正午 午後1時～４時　（電話でも受け付けます）
一 一 一 ‥ 一

入館時間…午前９時～午後6時（月曜日は休館）　※8/21(水)からは午後4時30分まで

7/26( 金)
-
8/ 3( 土)
-
4( 日)

- ６ 火

6(火)  8(木)
-
22( 木)
-
23( 金)
-
24( 土)

ピアノ発表会
アカンサスコンサート

音楽コンサート

健康セミナー☆

カラオケコンテスト

ピアノ発表会

長唄三味線発表会

しろつめくさピアノ発表会

17:00
-
10:00

一

14:00
-
13:30

-

18:00

-
15:00

-
13:00

-
13:00

斉藤幸子

菊地久美子

太田宗広

野島明子

富永くに子

中津留絵里加

中山政明

松井保子

≪60―6889番
044-6741番
O85-0857番

≫91-2907
番

n41-3623 番

≪45-0548 番
昔67－2026番
063-7517番

※月曜日は休館。☆印 のついている催し物は 有料です。

大
　
ホ
　
ー
　
ル
　
　一
　
　

小
　

ホ
　

ー
　

ル

7/27(土)

- 31(

水)8/ 1(
木)-
2(

金)
-
3(土)-

25(日)

7/26(金

)
-

27(
土)-

8/ 3(

土) 4(

日)
-

10(

土)
一
11(日)

18(日)

- 20(

火)23(金

)

広瀬和子 バレエ 研究所発表会

西城秀樹コンサート’９６　 ☆

ＮＨＫ全 国学校音楽コンク ール予 選会

ＮＨ Ｋ全国学校音楽コンク ール予選会

伊東 ゆかり コンサート　　 ☆

子ども のための名作ミュ ージカル「眠

れる森 の美 女」 ☆

片桐はいり 一人芝居「 ベン チャーズの

夜」 ☆

立川談 志独演会　☆

金沢クラシックバレエスタジオ第２回発

表会

障害者通所施設喜楽家20周年記念噺は

なし）＆歌チャリ ティ コン サート　☆

ピ アノ発表会

ジュニ アクラシックバレエ発 表会

第 ５回ちば音楽コンクール第１次予 選会

親子まんが映画会☆10:00･12:00

ジャズダンスカーニバル ステップｂｙステップ

17:00

一

18:30

10 :00

-

9:30

-

18:30
-

14 : 0

0-

19:00

18:00

16:O0

-

13:00

-

12:30

-

16:30

-

10:30

一
一14 :00

18:00

一一一一…広瀬 和 子 バ レ エ 研 究 所

礙葛 労音 セン タ ー

Ｎ Ｈ Ｋ千 葉 放 送 局

a41 ―8982番

065-9911 番

昔043－227ｰ7312番

MINで)N千葉予約ｾﾝﾀｰ昔043-287ー6688番

松戸市 文化振興財団

松戸市文化振興財団

松戸市文化 振興財団

角田玉枝

喜楽家

O84-5050 番

O84-5050 番

さ84－5050番

昔46－2609番

044-9951 番

町田眞理子

小暮絹子

千葉日報社

アニメセン ター

曽田富美子

公0474-46-7603 番

S49-1776番

0043―227ー0055番

-O03-3466-4406 番

S043 ―486―3019番

相談名  期日  時間  会場

相談名  期日  時間  会場

消費生活

相談

｜午後1時～5時」

午前9時～正午午後1時～5時午後1時～4時30分午後1時～3時午前10時～午後4時午前9時～正午午前9時～午後5時午前8時30分～午後5時午前100時～午後3時

午前9時～午後4

時

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

市民相談室

常盤平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

消費生活センター

065 ―6565番

人

権
相
談
＝
援

護
課
庶
務
係

（
市
役

所
内

）

心
配
ご
と
＝
社
会
福
祉
協
議
会

a
6
8・
0
5
0
3

番

毎月第２火曜日

第1 ～第３月曜日

第４月曜日

火･金曜日

第１・第３月曜日

午後1時30分～4時30分

午前10時～午後４時

午後1時～７時

午前10時～午後4時

午後1時～５時

女性センター

昔64－8778番

女性センター

(相談室直通)

商工観光課

労政 係63-0505番
-
市役所相談コｰﾅｰ

救
急
医
療
体
制

広報 １９９６年(平成８年)７月２５日

9/8( 日)，
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